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下関リハビリテーション病院

ʴとʴ、心と心。いつもବのᨗだまりでありたい。

S h i m o n o s e k i  R e h a b i l i t a t i o n  H o s p i t a l

ンȬȬオオ Ǹ
Бᛏܓ

手には技術、頭には知識、患者様には愛を
病院理念

表紙の写真　　 撮影者コメント：宮崎県にある日本三大秘境の椎葉村を旅した時の風景です。自然豊かな場所で癒されました。

C O N T E N T S

下関リハビリテーション病院
ɟᑍ社ׇ法ʴ ߾の会

医療連携室より

下関リハビリテーション病院

ɟᑍ社ׇ法  ɹ߾の会

Ƅ750�00�4　ޛӝჄ下関ࠊ今ිထᲳဪᲰӭ
TEL �0�3�232�5�11
(A:�0�3�232�021�
URL:http://www.shimoreha.jp
Mai l :info@shimoreha.jp
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下関リハビリテーション病院

22　総合事業が始まりました

32　パーキンソン病に対するリハビリテーション

42　+%L5ᄂ̲

52　訪問リハビリテーションң会学ᘐٻ会

52　院内Ѡࢍ会

�2　家族教室

72 ウォーキング学会

�2　医療ᡲઃ室より

�2　アクǻス

病院
ᬟئ

ᬟئ入ӝ

新行橋病院より転籍して参りました
スタッフを紹介します。

岩屋戸ダム
（撮影者：事務部　藤田 なつみ）

ଯԧ 44 年

・福岡ࠊᙱғଔ良病院 医療ソーシャルワーカーとして入Ꮀ

　リハビリテーション部 / 通所リハビリテーション部 / 医療

　社会事業部部ᧈをψ任

 20 年 10 月

・福岡医療福祉ٻ学 ʴ᧓社会福祉学部教

　教のͯら、医療法ʴ ന田内ᅹ ע؏ᡲઃ室ᧈ

　非常Ѯとしてᐮをዓける

 27 年

・福岡Ⴤ立ٻ学ٻ学院 ʴ᧓社会学ᄂᆮᅹ 福祉社会ݦૌ ኳʕ

・日本医療ソーシャルワーク学会 会ᧈ ݼ任

ٻ
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講師：ٻ ʮ܇ έ生をおᡇƑして

日本医療ソーシャルワーク学会 会ᧈ

Ⴛᛩ援助を行う中でٻЏな『ǳȟȥニǱーション

২ᘐ』にໜを当て、講義やグループワークを通

じてұщとなりࢽる知ᜤや২ᘐの理解とྒࢽ。

講演
内容

【
研
修
を
通
し
て
】

　

大
垣
先
生
の
勉
強
会
で
は
解
決

構
築
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
学
び

と
気
づ
き
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
解
決
構
築
の
対
話
で
最
も
大

切
な
こ
と
は
相
手
を
コ
ン
プ
リ
メ

ン
ト
す
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
大
垣
先
生
の
コ
ン
プ
リ

メ
ン
ト
を
用
い
た
面
接
の
仕
方
を

聞
き
、
今
ま
で
の
面
接
の
場
面
が

思
い
起
こ
さ
れ
、
反
省
点
や
改
善

点
に
多
く
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
患
者
様
の
強
み
に
焦
点
を
当

て
、
今
後
患
者
様
が
ど
の
よ
う
な

生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
の
か
、

ど
う
し
た
ら
こ
の
悩
み
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う

考
え
を
患
者
様
と
一
緒
に
考
え
て

い
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
相
談
し

や
す
い
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

に
な
れ
る
よ
う
に
今
後
も
努
力
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

患
者
様
１
人
ひ
と
り
の
個
性
や

考
え
方
、
潜
在
能
力
は
違
う
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
私
が
で
き
る
精

一
杯
の
対
応
と
今
後
学
ん
で
い
く

知
識
や
経
験
な
ど
を
活
用
し
て
、

患
者
様
が
望
む
生
活
に
近
づ
け
る

よ
う
に
一
緒
に
不
安
や
悩
み
に
対

し
て
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会

な
ど
を
通
し
て
、
近
隣
病
院
や
グ

ル
ー
プ
病
院
と
連
携
を
密
に
行

い
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

【
研
修
概
要
】

　

解
決
構
築
の
考
え
方
を
中
心
と

し
た
講
義
で
し
た
。
解
決
構
築
の

考
え
方
と
は
、
仕
事
が
続
け
ら
れ

な
い
こ
と
を
例
に
挙
げ
る
と
、「
ど

う
し
て
辞
め
た
の
か
」
で
は
な
く

「
ど
う
す
れ
ば
続
け
ら
れ
た
の
か
」

と
い
う
考
え
方
が
基
本
に
な
る
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
に
、
原
因

を
追
究
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

す
る
医
学
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
る
対

話
と
解
決
構
築
の
対
話
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
コ
ン

プ
リ
メ
ン
ト
（
相
手
を
労
い
、
長

所
を
確
認
す
る
こ
と
）
の
活
用
、

質
問
や
対
話
方
法
（
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
・
ク
エ
ッ
シ
ョ
ン
、
要
約
・
言

い
換
え
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
面
接
の
流
れ

や
コ
ン
プ
リ
メ
ン
ト
の
実
践
を
行

い
、
ま
と
め
と
し
て
、
笑
顔
で
面

接
が
終
わ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
士
　
島
崎 

昇
平

社
会
福
祉
士
　
重
住 

千
聖

①出身ٻ：ע分Ⴤ中ࠊ

ĭឯ味・ཎ২：ྶ・スポーツᚇ

Į心にസっているǨȔソーȉ

　ᎊͤにѮѦしていた時に、ショートステイ

　利用時から担当させて᪬いたご利用者の入

　所、在宅࠙ࣄ支援にઃわり、施設で看ӕっ

　た時にご家族から、担当が自分で良かった

　と言われたこと。

įٹ

　ிʮオリンȔックの開会ࡸを見に行くこと。

Ŭ自己紹介

３階病棟相談窓口
医療ソーシャルワーカー

恩塚 智光
おんづか　ともあき
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介護予防・日常生活支援総合事業が始まりました！

院 

長
　
林 

研
二

ʼᜱʖ᧸ ᠃͂ʖ᧸ ᛐჷၐʖ᧸

定的なᢃ動は

認知ၐや᠃͂を

予防します！

Ჯ月より

スタート �

しています

病院ЭのȬンタルビȇオދさんは

『いきいきͤࡍ』に生まれ٭わりました！

ᡵにɟ度 のᢃ動をしてみませんかᲹ

認知ၐ予防トȬーニング

リハビリݦᧉᎰによる

ᢃ動を実施

リハビリのݦᧉᎰによる

˞কスȚースもあります

ᡵに 1 回、

�0 分のᢃ動を

してみませんかᲹ

そこで

私たちが

担当しています！

オススメです！

理学療法室 主任 髙木 雄作 理学療法士 永岡 利規

実施日時

午前の部：10：00 ～ 11：30

午後の部：14：00 ～ 15：30

実 施 日 ：月～金曜日（祝日も実施）

　　　　　  ※ご利用は週一回となります。

定　　員：15 名

利用料金：200 円 （負担割合によっては 400 円）

　当院ではパーキンソン病にཎ҄した

リハビリテーションプȭグȩム（L586）を

行っています。認定を受けた 3 ʴのǻȩȔス

トが対ࣖいたします。

　パーキンソン病はॖᜤ下で出ྵ

するឱのᩗƑ（ਰ）、こわばり（

）やዼॸでݱさくなってしまった

動作（動）により、ݱЦみ歩行や

すくみឱなどのᢃ動ᨦܹを来たす病

ൢです。この「ॖᜤ下」でᏯがദ

常と認ᜤしてしまったݱさな動作

を、「ॖᜤ的に」ٻきな動作をጮり

返すことによってᏯの認ᜤを̲ദ

し、ᢘЏなٻきさの動作ǁと٭Ƒて

行きます。

　ኖᲮᡵ᧓のプȭグȩムをᨼ中的にጮり返し行うことによって、新しい動作のྒࢽを目指します。

　さらに、この病ൢに対して「受

け身」であったࢼ来のᎋƑ方が、

自分のщでોծできるんだと言

う「能動的、主体的」でЭӼき

なᎋƑ方に٭わってくるため、

明らかにஒらかで明るくなると

言ったјௐも見ᡜせません。

来通院でのリハビリでも可ٳ　

能ですし、ᢒ方であったり᠃͂

リスクの᭗い方は入院でのリハ

ビリも可能です。ྵ在、予ኖ患

者が多いため多ݲおࢳたせする

事があるかと思いますが、ƥƻ

おѰめしたい療法です。

パーキンソン病に対するリハビリテーション（L586）のご紹介

医師　ݱ߷ ීɟ

（代）
お問い合わせ
相談受付はこちら 医療連携室 TEL : 083-232-5811

Иᚸ̖ 最ኳᚸ̖ᢃ動療法

1 ᡵ 1 ᡵ4 ᡵ

ご利用者様の

ɟ日が楽しいです。

ずっと来たいです。

ԧൢあいあいで楽しくできて

感ᜓしています。

、楽しくҜ後のƻと時を身体を動かすこと٭ٻ

ᏯトȬで᨟分認知ၐ予防になっているとշんで

います。

声

ɟ日が楽しいです。

ずっと来たいです。

ԧൢあいあいで楽しくできて

理学療法士、作業療法士、看護師など

ᧉᎰによる指導を受けられてؕᄽሂݦ

щをᦀƑることができてありがたいと

思っています。



第 12 回 日本訪問リハビリテーションң会学ᘐٻ会 in ҅ʋ߸に参加して

看護部

看護師　田ӝ Ե

　先日 5 月 11 日と 24 日の二日間
で “患者取り違え事故” についての
DVD を用いた医療安全小委員会主
催の勉強会が行われました。事例概
要としては「1999 年 1 月 11 日神奈

川県横浜市金沢区の横浜市立大学医
学部付属病院第一外科で、肺手術と
心臓手術の患者を取り違えて手術、
切開後気づいた。看護婦の搬送ミス
が直接の原因であった。」というも

院 内 勉 強 会『医療安μۀݱՃ会Ѡࢍ会について』

のでした。医療事故の発生にはリス
ク管理に関する概念の一つ、スイス
チーズモデルが用いて表現されま
す。それは全ての防護壁の穴の位置
が重なり繋がることで、事故は起き
るとされています。
　ヒューマンエラーはなくならない
ため、防止対策が必要です。改善す
べきは人ではなくプロセスであり、
人の特性がマイナスにならないよう
にシステムで考えることが大切で
す。ダブルチェックにも落とし穴が
あり、他者の失敗から日々学ぶ姿勢
が大切だと考えます。

看護部

田ӝ Ե

が大切だと考えます。

+%L5 ᄂ̲

　 30 年 5 月 2� 日に当院

で +%L5 ᄂ̲を開催しました。

+%L5 とは、医療ࢼ事者のための

ᕽ生トȬーニングで「ᆳの心

Ꮝͣഥに対する最Иの 10 分᧓

の対ࣖとᢘЏなチームᕽ生」を

፼ࢽする事を目として、講義

後、ݲʴૠのグループに分かれ

て実際にұしたシȥȟȬーショ

ン実፼を行いました。ᆳの心

ͣഥを生じたʴの予後は、͂れ

てからの 10 分᧓の対ࣖで決

まってしまいます。病院スタッ

ȕᛡもがแ的なスキルとして

心Ꮝᕽ生の২ᘐを身に˄けてお

く࣏要があります。

　参加者は 43 Ӹで $L5（心Ꮝ

ͣഥまたはԠԈͣഥに対するɟ

次ԡϼፗ）、ൢᢊ管理および

管、ᨊኬ動֥の使用についてカ

テǴリーに分けて行いました。

$L5 はႆ見時のॖᜤᄩ認からの

μ体の流れおよびᏟᭌןᡐのポ

イント、ᨊኬ動֥はؕ本的なદ

作方法（ዓから્ᩓまでのદ

作方法）、ൢᢊ管理はൢᢊᄩ保の

方法おび $8/（ӝᏸよりȞス

クにて˂動的に換ൢを行うໝの

医療ೞ֥）の理解についてໜ

を当てて行いました。

　最Иはዬࢌしていたスタッȕ

も目の᠗きをفしᢋ感のある

᫊でኳʕすることができました。

病院ᎰՃμՃが質の᭗い %24

（心Ꮝᕽ生法）を実ោできるよう

ጮり返しシȥȟȬーション実፼

をᚘဒしていきたいと思います。

副看護部ᧈ　田中 ࣑

　� 月 1� 日（土）と 17 日（日）

に̽ݱにある際会ᜭئで開催さ

れた学ᘐٻ会に参加させて᪬きま

した。今回はɟᑍ参加ではなくᢃ

փスタッȕのɟՃとして参加し、

ᢃփの٭ٻさを身をもって体᬴し

ましたが事にኳʕすることがで

きて安اしています。

　今回のテーȞはß「そのʴらし

く」を支Ƒきること～すǂてのス

テーǸでいきる訪問リハとは～à

となっており᭗ᱫ者の方が自宅内

のみで生活するわけではなく自宅

での社会参加も̟ᡶすることがٳ

目です。μの病院のၐ例ႆ表

やӕり組み、ᄂᆮがૠ多くᨼまり

参ᎋになりました。当院から٭ٻ

も 2 Ӹがႆ表しており多くのア

ȉȐイスを᪬きました。

　学会ႆ表は٭ٻかもしれません

がࢽるものも多くあります。ೞ会

があればまた参加したいと思いま

す。次回は新で開催予定です。

リハビリテーション科
理学療法室 主任 髙木 雄作
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第 22 回 日本ウォーキング学会 in 下関

第 22 回

日本ウォーキング学会 ～ウォーキングでアンチエイジング～

是非、ご参加下さい！

大会会長　林　研二 （下関リハビリテーション病院　院長）

事務局 ： 石田 憲司 （下関リハビリテーション病院　事務長）

問い合わせ先 ： TEL.083-232-5811
専用メールアドレス ： walking-gakkai22@shimoreha.jp

第 22 回日本ウォーキング学会 下関大会 実行委員会

2018

10.13 土

2018

10.14 日

海峡メッセ下関にて開催

日頃の活動を発表しませんか？

自社商品の魅力を宣伝して、

ウォーキング ・ ファンを増やしましょう！

記念ウォーキング大会

「関門海峡しおかぜウォーク」

ウォーキングを安全かつ効果的に楽しむための器具、 グッズを展

示し宣伝しませんか。 展示ブースでのウェア、 シューズ、 ノルディッ

ク･ポールなどの展示 ・宣伝 OK!

歴史の町下関を歩きながら、 ウォーキングの楽しみ方、 将来の展

望について語り合い、 仲間を増やしましょう！下関と門司をつなぐ海

の中、 関門トンネル人道も歩きます。

日時 ： 10 月 14 日 （日） 9 ： 00 ～ 12 ： 00 開催予定

演題募集 参加者募集

参加費のご案内

ブース展示募集

懇親会 ： 海峡バイキング シーガーデン （海峡メッセ下関 ４F） 13 日 18 ： 30 開始予定

自分たちのウォーキング ・ スタイルや歩行の研究やメカニズム、

高齢化社会におけるウォーキングの役割、 ウォーキングでアンチ

エイジング等、 是非この機会に発表してみませんか。

学 会 大 会
当日申込

学会員
非学会員

一般 学生

事前申込 4,000 円 （振込）

5,000 円 3,000 円3,000 円

2,000 円 （振込）

5,000 円 （当日現金）

500 円 （当日現金）

2,000 円 （振込）

当日申込

事前申込

懇 親 会

記念ウォーク

事前申込み受付中

下関大会

　今回、介護保険制度の申請の流れや

退院後のサービスの利用についてお話

させていただきました。

　まず、介護保険制度の概要や申請の

流れについて、図や表を用いて説明し

ました。その上で介護保険を利用して

受けることができるサービスについて、

在宅サービスと施設サービスがあり、

当院退院後利用されることが多いサー

ビスを中心に 1 つ 1 つ内容の説明を行

いました。

　また、昨年より開始された「介護予防・

日常生活支援総合事業」（以下、総合事

業）について説明しました。総合事業

とは介護認定を受けていない方でも

チェックリストで対象となれば利用で

きるサービスです。新たに始まった制

家族教室

『介護保険（申請の流れ・退院後のサービスの利用）』

『排泄管理（排泄の仕組み・オムツ交換について） 』

参加者の

・具体的な着け方がよくわかった。

・オムツにもいろいろ種類があることがわかった。使い方がわかった。

・尿漏れパンツの履かせ方などわかった。

・わかりやすい説明だった。

・実際に出来るか不安だが、今日聞いたことを実施してみる。

声

参加者の

・介護サービスについて具体的な内容が理解できた。

・自己負担の目安がわかった。

・何度も話を聞かないと、中々理解が難しいと思います。

・介護でうけられるサービスがあることがわかって良かった。

声

度なので、今年は総合事業の内容も盛り

込ませていただきました。そして、身近

で行われている当院の通所リハビリテー

ションと訪問リハビリテーションと介護

予防教室もあわせて紹介しました。

　説明の後にはいくつか質問をいただき

ました。具体的には介護保険制度の自己

負担割合金額はどう決まるか、ショート

ステイは何日まで利用可能かなど様々な

質問がありました。

　当日は患者様やご家族がたくさん来ら

れており、介護保険について興味・関心

がある方が多いと感じました。また、質

医療ソーシャルワーカー

社会福祉士 竹田 佳代

5/12
開催

6/9
開催

医療ソーシャルワーカー

竹田 佳代

医療ソーシャルワーカー

竹田 佳代

問の内容を通しても患者様やご家族が介

護保険の内容を詳しく知りたいと思って

いることが分かりました。

　今回の家族教室を通して、私自身、介

護保険制度について説明することで、学

びを深めることができました。参加して

下さった皆様、ありがとうございました。

　「在宅での排泄介助をもっと楽に」

～困ったことをパッと解決　見て聞

いて試して最新おむつの性能～とい

う演題でアテントの坂梨さんに講義

していただきました。

　まず排尿のメカニズムについて説

明後、体型にあったおむつの選び方、

ADL（日常生活動作）にあったおむ

つのタイプの選び方、排尿量に合わ

せたパットの選び方の説明がありま

した。

　その後模型を使用し、漏れにくい

おむつの当て方について詳しく説明

がありました。ポイントは『ギャザー

の当て方』にある、とのことでした。

　最後によくある漏れの例と対策に

ついて説明があり『重ね使いは漏れ

の原因』と言われていました。病院

周辺のおむつの購入ができるお店の

説明もあり、参加者の方より『わか

りやすかった』との声がありました。

看護部　看護師

副主任　森岡 梨絵

次回は、理学療法士による

『介護・介助指導①（寝返り・起居動作・立ち上がり・歩行）』

日時：7 月 14 日（土）13：00 から

演題募集中！
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下関リハビリテーション病院

ʴとʴ、心と心。いつもବのᨗだまりでありたい。

S h i m o n o s e k i  R e h a b i l i t a t i o n  H o s p i t a l

ンȬȬオオ Ǹ
Бᛏܓ

手には技術、頭には知識、患者様には愛を
病院理念

表紙の写真　　 撮影者コメント：宮崎県にある日本三大秘境の椎葉村を旅した時の風景です。自然豊かな場所で癒されました。

C O N T E N T S

下関リハビリテーション病院
ɟᑍ社ׇ法ʴ ߾の会

医療連携室より医療連携室より

下関リハビリテーション病院

ɟᑍ社ׇ法  ɹ߾の会

Ƅ750�00�4　ޛӝჄ下関ࠊ今ිထᲳဪᲰӭ
TEL �0�3�232�5�11
(A:�0�3�232�021�
URL:http://www.shimoreha.jp
Mai l :info@shimoreha.jp

アクǻス方法
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できません。
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下関リハビリテーション病院

22　総合事業が始まりました

32　パーキンソン病に対するリハビリテーション

42　+%L5ᄂ̲

52　訪問リハビリテーションң会学ᘐٻ会

52　院内Ѡࢍ会

�2　家族教室

72 ウォーキング学会

�2　医療ᡲઃ室より

�2　アクǻス

病院
ᬟئ

ᬟئ入ӝ

新行橋病院より転籍して参りました
スタッフを紹介します。

岩屋戸ダム
（撮影者：事務部　藤田 なつみ）

ଯԧ 44 年

・福岡ࠊᙱғଔ良病院 医療ソーシャルワーカーとして入Ꮀ

　リハビリテーション部 / 通所リハビリテーション部 / 医療

　社会事業部部ᧈをψ任
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　非常Ѯとしてᐮをዓける

 27 年

・福岡Ⴤ立ٻ学ٻ学院 ʴ᧓社会学ᄂᆮᅹ 福祉社会ݦૌ ኳʕ

・日本医療ソーシャルワーク学会 会ᧈ ݼ任
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講師：ٻ ʮ܇ έ生をおᡇƑして

日本医療ソーシャルワーク学会 会ᧈ

Ⴛᛩ援助を行う中でٻЏな『ǳȟȥニǱーション

২ᘐ』にໜを当て、講義やグループワークを通

じてұщとなりࢽる知ᜤや২ᘐの理解とྒࢽ。

講演
内容

【
研
修
を
通
し
て
】

　

大
垣
先
生
の
勉
強
会
で
は
解
決

構
築
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
学
び

と
気
づ
き
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
解
決
構
築
の
対
話
で
最
も
大

切
な
こ
と
は
相
手
を
コ
ン
プ
リ
メ

ン
ト
す
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
大
垣
先
生
の
コ
ン
プ
リ

メ
ン
ト
を
用
い
た
面
接
の
仕
方
を

聞
き
、
今
ま
で
の
面
接
の
場
面
が

思
い
起
こ
さ
れ
、
反
省
点
や
改
善

点
に
多
く
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
患
者
様
の
強
み
に
焦
点
を
当

て
、
今
後
患
者
様
が
ど
の
よ
う
な

生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
の
か
、

ど
う
し
た
ら
こ
の
悩
み
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う

考
え
を
患
者
様
と
一
緒
に
考
え
て

い
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
相
談
し

や
す
い
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

に
な
れ
る
よ
う
に
今
後
も
努
力
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

患
者
様
１
人
ひ
と
り
の
個
性
や

考
え
方
、
潜
在
能
力
は
違
う
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
私
が
で
き
る
精

一
杯
の
対
応
と
今
後
学
ん
で
い
く

知
識
や
経
験
な
ど
を
活
用
し
て
、

患
者
様
が
望
む
生
活
に
近
づ
け
る

よ
う
に
一
緒
に
不
安
や
悩
み
に
対

し
て
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
研
修
会

な
ど
を
通
し
て
、
近
隣
病
院
や
グ

ル
ー
プ
病
院
と
連
携
を
密
に
行

い
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

【
研
修
概
要
】

　

解
決
構
築
の
考
え
方
を
中
心
と

し
た
講
義
で
し
た
。
解
決
構
築
の

考
え
方
と
は
、
仕
事
が
続
け
ら
れ

な
い
こ
と
を
例
に
挙
げ
る
と
、「
ど

う
し
て
辞
め
た
の
か
」
で
は
な
く

「
ど
う
す
れ
ば
続
け
ら
れ
た
の
か
」

と
い
う
考
え
方
が
基
本
に
な
る
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
に
、
原
因

を
追
究
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

す
る
医
学
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
る
対

話
と
解
決
構
築
の
対
話
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
コ
ン

プ
リ
メ
ン
ト
（
相
手
を
労
い
、
長

所
を
確
認
す
る
こ
と
）
の
活
用
、

質
問
や
対
話
方
法
（
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
・
ク
エ
ッ
シ
ョ
ン
、
要
約
・
言

い
換
え
な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
面
接
の
流
れ

や
コ
ン
プ
リ
メ
ン
ト
の
実
践
を
行

い
、
ま
と
め
と
し
て
、
笑
顔
で
面

接
が
終
わ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
士
　
島
崎 

昇
平

社
会
福
祉
士
　
重
住 

千
聖
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①出身ٻ：ע分Ⴤ中ࠊ

ĭឯ味・ཎ২：ྶ・スポーツᚇ

Į心にസっているǨȔソーȉ

　ᎊͤにѮѦしていた時に、ショートステイ

　利用時から担当させて᪬いたご利用者の入

　所、在宅࠙ࣄ支援にઃわり、施設で看ӕっ

　た時にご家族から、担当が自分で良かった

　と言われたこと。

įٹ

　ிʮオリンȔックの開会ࡸを見に行くこと。

Ŭ自己紹介

３階病棟相談窓口
医療ソーシャルワーカー

恩塚 智光
おんづか　ともあき




